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高純度ガス(半導体ガス)用製品 

 

安全な取付及び操作のための要注意事項 

 

これらの取扱い説明書を読み、完全に理解するまでは、この圧力調整器、バルブ及びその付属品の選択、取付け、使用、及び修理は

行わないでください。 

この要注意事項内容が運転操作者に届き、取付け後も常にその機器付近の目に届く所にあることを確認してください。 

この要注意事項内容を理解してない人によるこの圧力調整器、バルブ及びその付属品の選択、取付け、使用 及び修理の実施を許可

しないでください。 

 

警告！ この圧力調整器、バルブ及びその付属品の不適切なモデルの選択、不適切な取付け、不適切な修理、誤った使用又は酷使は

死亡、重傷事故 又は 所有物の損傷・破壊を引き起こす可能性があります。 

 

次のような場合は上記警告内容に限らず、重大事故の可能性があります。 

・ 高速流体（液体・ガス）の放出 

・ 高速での部品の飛び出し 

・ 高温、低温、毒性流体との接触 

・ 流体の燃焼または爆発 

・ ホースや配管の危険な暴れ 

・ その他のシステム構成機器、又は装置の損傷又は破壊 

 

警告！ 安全上の要注意事項 

 

1. それぞれの圧力調整器、バルブ及びその付属品を使用前にチェックしてください。 

2. 圧力調整器、バルブ及びその付属品の最高使用定格圧力以上の圧力源には、絶対に接続しないでください。 

3. 最高入口圧力に関しては、製品に添付されたラベル(最高使用圧力表示)を参照してください。 もし、その最高使用圧力表示

が見つからない時は、取付け・使用前にその最高使用圧力を弊社に確認してください。また、貴システム全ての機器・部品 (例

えば、供給配管、継手、接続、フィルター、バルブ、ゲージ他) の最高設計圧力を確認してください。貴システムの全ての

構成機器・部品がその供給圧力や使用圧力に適合している事を確認してください。 

4. 圧力調整器、バルブ及びその付属品の取付け前に、流体の流れ方向を確認してください。それらの機器を正しい流れ方向に

取付ける事は使用者の責任です。 

5. 加圧中のシステムでの継手、ゲージ又は部品の締付け作業はしないでください。 

6. 圧力調整器やバルブの取付け時、圧力調整器本体やバルブ本体を廻しての締め付けは決して行わないでください。圧力調整

器本体やバルブ本体を保持し、継手ナットを廻してください。 

7. もし、圧力調整器やバルブに漏れや機能不具合が発生したら、すぐに故障対応修理処置をとってください。 

8. メーカーの承認無しの機器改造、付属品の追加はしないでください。 

9. システム機器には、徐々に加圧し、急な昇圧や圧力衝撃を避けてください。 

10. 圧力調整器は開閉弁ではありません。操作圧力の過度な上昇からプロセス装置を守るために、圧力調整器下流側にリリーフ

機器を設置してください。圧力調整器が使用されていない時は供給圧を閉止してください。 

11. 注意：調整圧力側に圧力が残った状態のままハンドルを戻さないでください。圧力調整器は出口圧を下げる時、ハンド・ノ

ブを反時計方向に廻す前に下流側圧力をベントする必要あります。この手順を踏まないと、圧力調整器の損傷が起きかねま

せん。 

12. 継続した安全な運転操作のためには、装置･機器の定期的な検査や保守メンテが必要です。 

13. 保守メンテの頻度はアプリケーションによって変わります。その頻度は使用者の責任で決めてください。 

14. 不十分なメンテや問題点が見つかった場合、決してそのまま放置せず、報告する体制を作ってください。 

15. ガスボンベの注意書きラベルをよく読み、それに従ってください。 

16. 機器やシステムに関する入手可能な全ての情報を検討し、そのアプリケーションの全般的内容を分析することは極めて重要

です。そのシステムで使用されるそれぞれの流体の安全データ表(MSDS)を入手し、よく読み、理解してください。 

17. 腐食性ガス、可燃性ガス、及び毒性ガスの取り扱いには、死亡事故､ 重傷事故 又は 建造物、設備や装置の損傷･破壊の可

能性を最小にするために、特別な専門性と知識が要求されます。 

18. 使用ガスに適合しない材料の圧力調整器、バルブ及びその付属品は決して使用しないで下さい。 

19. この製品は決して液体サービス用として使用しないで下さい。 もし、この製品を液体サービス用として使用する場合、こ

の製品寿命に関してはお客様の責任です。 

20. TESCOM 社高純度用コントロールスは、要求があれば、その特定の流体に適合する材料を提案します。この提案はメーカー、

業界団体や各種機関の技術的適合性に関する資料を基にしています。但し、TESCOM 社がその提案した材料の流体に対する適

合性を保証するものではありません。 

21. そのアプリケーションでの材料の適合性についての決定には、使用者は通常の使用条件でその試験を行う必要があります。 

22. ベントする時は安全で作業者がいない場所に行って下さい。 そのパージやベント方法については、国、県の法律又は指示

を遵守し、そのベントガスの充満や停滞が起きないように、ベント配管ラインを構築して下さい。 又、ベント開放口が雨、

雪、氷、草木、昆虫、鳥やその他によって妨げられないように注意して下さい。 複数のベントラインを一本にまとめた接

続にしないで下さい； 複数のベントラインが必要な時は、別々の独立したベントラインにして下さい。 

23. 可燃性流体使用の圧力調整器、バルブ及びその付属品は直火やその他の着火源に近づけないで下さい。 

24. 流体の中には、燃焼中でもその炎が見えない場合があります。死亡事故や重傷事故等重大事故を防ぐため、可燃性流体使用

中のシステムの点検や作業は、特別な注意を払ってください。 

25. 多くの流体が窒息事故の原因となる可能性があります。作業場所の換気が十分であるかどうかを確認してください。酸欠状

態で危険であることを作業者に警告する警報機を用意してください。 

26. 圧力調整器、バルブ及びその付属品には 絶対グリースや油は使用しないでください。加圧下では、油やグリースは簡単に着

火し、その使用流体と激しく反応する事があります。 

27. もし、毒性や可燃性流体を使用される場合は、救急処置装置や器具を用意してください。 

28. 全ての流体で上流側ラインにフィルターの設置をお勧めします。 

29. 継手の緩めによるシステム装置の圧抜きはしないでください。 

30. 機器の氷結防止のため、ガス中の過剰な水分を除去してください。 

 

 

 

取付け設置 

圧力調整器、バルブ及びその付属品の傷や汚れの有無を調べてください。もし、機器や部品に傷や油・グリース汚れがありました

ら、取付け設置を止めてください。 

もし、圧力調整器、バルブ及びその付属品に傷、汚れ等がありましたら、弊社に連絡し、修理又はクリーニングを行ってください。 

 

警告！ 貴システムに使用されている機器や材料が、その使用流体に適合し、それらの定格圧力が適正なことを確認ください。 

 

修理 サービス 

もし、圧力調整器やバルブに漏れや機能不具合が発生したら、すぐに故障対応修理処置をとってください。 

不具合調査・修理が必要な時は、その機器の供給元に返品し、調査・修理を依頼してください。 

メーカー修理が可能な場合は、その機器は工場出荷時の元々の機能及び仕様が回復されます。 

完全なオーバーホール修理製品には、元々の製品と同様の保証が適用されます。 

 

安全な型式モデルの選択 

1. 構成機器部品の選択時、安全でトラブルのない性能を得るために、トータルなシステム設計を考慮し、検討してください。 

2. 使用者による試験や分析で選択されたそのアプリケーション用機器の安全性や警告事項に対する責任は使用者にあります。 

3. ご要望があれば、テスコム社は特定された使用流体用として適した材料の推奨をします。 

その推奨は各種機関やメーカーの技術的適合性データをもとにしたものです。 

但し、テスコム社はその特定流体に対する適合性を保証するものではありません。 

―――― その責任はあくまでもその機種選択を最終決定した使用者にあります。 

4. 適正な構成機器の機能選択や定格圧力選定、及び正しい取付け、運転操作や修理の実施は システム使用者の責任です。 

 

警告！ メーカーが承認していない機器の改造や付属品の追加は行わないでください。 

 

仕様図面・断面図面や構成部品リストは取り寄せる事ができますので、その製品の完全な型式番号を下記にご連絡ください。 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

※  製品に添付されている「Operations, Service Manual」の日本語版「運用、及びサービスマニュアル」を       ※ 

※  ホームページにご用意しております。                                     ※ 

※  トップページ＞お客様サポート＞ダウンロード＞テスコム社取扱説明書 からダウンロードしてください        ※ 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 
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操作及びサービスマニュアル 

 

 

テスコム社ダイアフラム・センサー式圧力調整器 

テスコム社製ダイアフラム・センサー式圧力調整器は高い信頼性を要求されるアプリケーション用として特別に設計されています。

これらの圧力調整器は最高 42MPa の供給圧から真空～3.44MPa への減圧、または 3.44MPa までの背圧を要求されるシステムへの設置

に適しています。 

 

 

 

操作：（ハンド・ノブでの調整） 

調整圧設定はハンド・ノブの調整で行います。ハンド・ノブを時計方向に廻すと、調整圧を上昇させ、反時計方向に廻すと調整圧が

降下します。ベント機能付の減圧弁では二次側の圧力が閉止されていても、調整圧を下降させることができます(注：可燃性・毒性・

の場合は捕集用ポート付ベントモデルを御使用下さい。)。その他の圧力調整器は出口圧を下げる時、ハンド・ノブを反時計方向に

廻す前に調整側圧力をベントする必要あります。この手順を踏まないと、圧力調整器の内部部品を破損することがあります。 

 

最終調整は、最高精度の設定値を得るために昇圧調整（時計方向回転）で行って下さい。 

 

クリーンな流体以外での全ての圧力調整器の使用には、上流側にフィルターの設置を推奨します。高速流量ガス使用のアプリケーシ

ョンでは圧力調整器の凍結防止のため、流体中の過剰な水分の除去が必要です。 

 

警告！圧力調整器の本来の機能は開閉弁としての用途ではありません。圧力調整器を使用していない時は、入口供給圧源は閉止して

下さい。また圧力調整器の出口側の弁を閉じた状態で、ベント機能のない減圧弁の場合は出口側・背圧弁の場合は入口側の圧

力をかけたままハンドルを戻さないでください。圧力調整器の内部部品を破損することがあります。 

 

 

 

テスコム HPIC ポートは高精度タイプ接続ポートで VCR 互換継手と適合します。 

この継手接続は、溶接による配管接続と違い、減圧弁/バルブの配管との繰り返し接続・脱着が可能です。 

この HPIC ポート継手接続では、ガスケットが継手と本体で同時に締め付けられ、組成変形し、ガスケットに圧力がかり、同時に継

手と機器本体との面接触圧力が上がることで、真空域から高圧域までの流体漏れを防ぐ機能的設計になっています。 

 

このテスコム HPIC ポート接続に使用可能な配管は次のとおりです。 

・ 呼び径が 25mm 以下の接続口径まで。 

・ 材料は SUS316 仕様か、又は毒性ガス対応の耐食処理を施したものでなければならない。 

・ 材料は JIS 認定品か同等材料でなければならない。 

・ その肉厚はその圧力に耐える十分な厚みを有しなければならない。 

 

取り付け作業の基準は次のとおりです。 

・ この取り付け作業者はこれらの継手に習熟し、ネジタイプ継手を使用する配管作業に熟知していなければなり

ません。 

・ ネジ接続継手は振動や衝撃のある過酷な環境では使用出来ないこともあります。 

・ 配管の傷等を注意して検査してください。配管表面に傷がある場合は使用しないで下さい。 

・ 継手部品がボディ、継手スリーブやガスケットと適合することを確認して下さい。 

・ 使用するガスケットはニッケルを推奨します。ステンレスガスケットを使用するときは傷を付けないように注

意すること。 

・ 締め付け手順は次のとおりです。 

－ ガスケットを継手ポート内に収めます。 

－ ナットを手締めします。 

－ ナットとボディの手締め箇所に相印を付けます。 

－ ボディを固定し、ナットを 1/8 回転で締め付けます。 

・ 締め付け後、適正な角度で締め付けがなされているか確認下さい。 

・ 締め付け後には減圧弁及び継手接続部から漏れが無い事を確認する為に総合気密性能確認試験を実施して下

さい。 

・ 継手の分解時、シール表面に傷をつけないよう注意して下さい。 

・ ガスケットタイプ継手を分解するとき、使用したガスケットは新品と取り替えます。使用していたリテーナー

は再使用出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下図は組み込み準備が出来た状態の継手スリーブ、ガスケット及び HPIC ポート関係図です。

 
 

 

 

毒性ガスと特殊高圧ガス用経済産業大臣認定 TESCOM 製品に使用する N-II 適合継手に関して。 

 

高圧ガス保安法により「毒性ガスと特殊高圧ガスに使用できるねじ接合継手は、継手の気密がねじ以外の接触面で保たれると共に、

ガスがねじ部に接触しない構造の物とする」というように定められています。この法規に対応するために、テスコム圧力調整器は

H.P.I.C.(High Purity Internal Connection)を準備しています。（接続部に H.P.I.C.と刻印） 

 

テスコム社 H.P.I.C.ポートは毒性ガスと特殊高圧ガスに使用できるねじ接合継手として、次のメーカーのメタル・ガスケット型式Ｎ

－Ⅱ継手との接続が可能です。 

 

製造メーカー  商品名  適合可否  H.P.I.C.に適合する刻印 

（株）キッツエスシーティー CVC 継手    ○  CVC4-□□ 

 

上記製品は、両者の合意及び確認試験が完了しています。接続の際には、適合確認の刻印を確かめた上で接続して下さい。 

上記以外の組合せでは N-II 認定継手として使用できません。 

 

HPIC ポートに CVC 継手を使う時、TESCOM ボディ表記シンボル番号と KITZ SCT 継手スリーブ表記シンボル番号は次の表に示したとお

りの組み合わせとなります。 

 

TESCOM ボディ表記 HPIC シンボルと KITZ SCT継手スリーブ表記シンボルの指定組み合わせ表 

 

口径 
KITZ SCT CVC 継手スリーブ及びガスケッ

トの表記シンボルの最初の文字 

TESCOM ボディ 

表記 HPIC シンボル 

1/4”(6.35mm) CVC4-□□ A4 

 

※ご不明な点がありましたら、弊社まで御連絡下さい。 
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